


要約:乳児死亡率に代表される母子保健指標の近年の顕著な改善とともに、母子保健指標の

地域差が僅少となった。地域の母子保健(活動)レベルの評価と活動度を新しい視野から検

討するために、(1)母子保健指標の整理について、衛生統計を基盤とした指標の考え方およ

び保健ニーズの視点からの指標設定の検討、(2)母子保健(および小児医療)指標に関連する

データベース、(3)母子保健指標の評価と総合指標についでの試みを検討した。 


